
Technical writing seminar 応用編Ⅲ

2023年 11月27日（月）
15:00～17:00

講師
Ron Read（ロン・リード）
ヒューマングローバルコミュニケーションズ株式会社 Vice President 兼 大阪支社長
30年以上に渡り、学術論文の英文添削及び、研究者・技術者、会社役員の
メンター・トレーニング等を行う。
多くの大学や学会などで講演、メンター、コラム執筆等を務める。

*事前にレクチャーガイド（当日資料）とZoomリンクを送付します

対象者： ひかり／うずしおスカラー
徳島大学大学院生（修士・博士）

徳島大学 Tokushima Univ.

実施形式：オンライン（Zoom）
使用言語：英語

●Discussion on Publication 投稿・出版について
- Communicating with Editors & Referees 編集者とのコミュニケーション
- Avoiding "Self-plagiarism" 「自己盗用」の回避

●Writing Style ライティングスタイル
- Removing Redundancies and Other Superfluous Writing 余分な記述を取り除く
- Active vs. Passive Voice 能動態と受動態

●Common Problems 共通の問題点
- Analysis & Correction 分析と訂正

内容

令和5年度第7回研究推進支援セミナー

問合せ先: 研究・産学連携部 セミナー担当
TEL : 088-615-2449（内線：81-7411）
MAIL: kspj@tokushima-u.ac.jp〆切：11月24日（金）10:00

■主催 徳島大学学際的次世代研究者育成プログラム（ひかりフェローシップ／うずしおプロジェクト）

■共催 未来を拓く地方協奏プラットフォーム（HIRAKU）
地方協奏による世界トップクラスの研究者育成（HIRAKU-Global）

お申込み:

今回は「テクニカルライティング・応用編」シリーズの第3弾として、英語で論文を執筆する際に、読み手にとって理
解しやすい文章にブラッシュアップをするコツや、日本をはじめとする非英語ネイティブ圏の方が間違いやすい箇所や
苦手としているポイント、文法などを取り上げて、お話いただきます。さらに、論文を投稿する際の編集者・査読者と
のやり取り・円滑なコミュニケーションについてフォーカスして、お話いただきます。
本セミナーでは、応用レベルのライティングスキルの習得を目指します。今回からの参加も可能ですので、気軽にお申
込みください。また、講師への事前質問も受け付けています。英語論文執筆について疑問に思うことやご相談したい
ことがありましたら、以下の申込フォームからお気軽にご入力ください。
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